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第

回

敬
語
法

13
次
の
各
傍
線
部
に
含
ま
れ
る
敬
語
に
つ
い
て
、
敬
語
の
種
類
、
誰
か
ら
誰
へ
の
敬
意
か
答
え
、
傍
線
部
を
現
代
語

訳
し
、
さ
ら
に
、
普
通
語
を
使
っ
て
傍
線
部
を
書
き
換
え
て
く
だ
さ
い
。

[

翁
が
天
人
に]

「
こ
こ
に
①
お
は
す
る
か
ぐ
や
姫
は
重
き
病
を
し
た
ま
へ
ば
…
…
」
と
②
申
せ
ば
、
…
…

①
（
尊

）
（
翁

→
か
ぐ
や
姫
）
「
い
ら
っ
し
ゃ
る

」
（
あ
る
、
ゐ
る

）

②
（
謙

）
（
書
き
手

→
天
人

）
「
申
し
上
げ
る
と

」
（
言
へ
ば

）

こ
の
殿
、
内
裏
に
参
り
給
ひ
て
、
殿
上
に
③
さ
ぶ
ら
ひ
給
ふ
を
、
帝
、
④
御
覧
じ
て
…
…

③
（
謙

）
（
書
き
手

→
帝

）
「
控
え
申
し
上
げ

」
（
ひ
か
へ
、
を
り

）

④
（
尊

）
（
書
き
手

→
帝

）
「
御
覧
に
な
っ
て

」
（
見
て

）

[

女
房
が
光
源
氏
に]

「
い
で
や
、[

姫
君
は]

よ
ろ
ず
お
ぼ
し
知
ら
ぬ
さ
ま
に
⑤
大
殿
籠
り
入
り
て
」
な
ど
⑥
聞
こ
ゆ

る
折
り
し
も
あ
な
た
よ
り
来
る
音
し
て
、
…
…

⑤
（
尊

）
（
女
房

→
姫
君

）
「
お
や
す
み
に
な
っ
て

」
（
寝
入
り
て

）

⑥
（
謙

）
（
書
き
手

→
源
氏

）
「
申
し
上
げ
る

」
（
言
ふ

）

帰
り
参
り
て
こ
の
由
を
⑦
奏
す
。

⑦
（
謙

）
（
書
き
手

→
帝

）
「
（
帝
に
）
申
し
上
げ
る

」
（
言
ふ

）

こ
の
御
子
、
三
つ
に
な
り
給
ふ
年
、
御
袴
着
の
こ
と
、
一
の
宮
の
⑧
奉
り
し
に
劣
ら
ず
。

は
か
ま
ぎ

⑧
（
尊

）
（
書
き
手

→
一
の
宮

）
「
お
召
し
に
な
っ
た

」
（
着
し

）

[

随
身
が
源
氏
に]

「
か
の
白
く
咲
け
る
を
な
む
夕
顔
と
⑨
い
ひ
侍
る
」

⑨
（
丁

）
（
随
身

→
源
氏

）
「
言
い
ま
す

」
（
言
ふ

）

「
六
十
に
あ
ま
る
年
、
珍
ら
か
な
る
物
を
⑩
見
給
へ
つ
る
」

⑩
（
謙

）
（
話
し
手

→
聞
き
手

）
「
見
ま
し
た
よ

」
（
見
つ
る

）

or丁

[

女
房
が
姫
君
の
父
宮
に]

「[

姫
は]

夜
昼
、[

尼
君
を]

⑪
恋
ひ
聞
こ
え
給
ふ
に
、
は
か
な
き
も
の
（
＝
ち
ょ
っ
と
し
た
も

の
）
も
⑫
聞
こ
し
召
さ
ず
」
と
て
…
…

⑪
（
謙

）
（
女
房

→
尼
君

）
「
恋
し
く
思
い
申
し
上
げ

」
（
恋
ひ

）

⑫
（
尊

）
（
女
房

→
姫
君

）
「
お
召
し
上
が
り
に
な
ら
な
い

」
（
食
は
ず

）


